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１．概要（Summary） 

空気モードナノビーム共振器を使った単一カーボンナ

ノチューブのレーザー発振を目指し、共振器性能の向上

と光結合を改善するための構造最適化を行った。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
高速大面積電子線描画装置、高速シリコン深掘りエッチ

ング装置、高密度汎用スパッタリング装置、クリーンドラフ

ト潤沢超純水付、ステルスダイサー、電子顕微鏡 
【実験方法】 

Silicon on insulator (SOI) ウエハを 2 cm角にダイシ

ングし、電子線描画装置を用い一次元フォトニック結晶ナ

ノビーム共振器のパターンを直接描画した。表面の Si 層
を深堀エッチング装置で垂直にエッチングしたあと、埋め

込み酸化膜をウェットエッチングで取り除き、中空に浮い

ている共振器構造を作製した。最後に触媒領域を再度電

子線描画で作り、スピンコート・リフトオフ・CVD をしてカー

ボンナノチューブを成長した(Fig. 1)。 
カーボンナノチューブと共振器の結合の度合いを定量

化するため、作製したデバイスで時間分解フォトルミネッ

センス測定を行い、発光のダイナミクスを調べた。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 数十のデバイスを測定した結果、ほぼすべてのデバイス

で測定系の限界程度の早い緩和が起きていることが分か

った。カップリング効率との相関は見られなかったため、

現在のデバイス構造では非発光のプロセスが支配的にな

っていることが示唆される。 
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Fig. 1 A scanning electron micrograph of an 

air-mode nanobeam cavity. 

 


